
距二法

＜
一
～
二
月
の
メ
モ
V

活
動
メ
モ

自
主
刊
行
物
・
機
関
紙
詩

経
議
論
文
・
単
行
本

紹
介
・
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
文
学
史
」
　
秋
　
山
　
清

今
年
に
人
づ
て
か
ら
、
昨
年
9
・
1
6
前
後
の
動
・

さ
の
成
果
が
徐
々
に
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
て
い
る
。

そ
れ
は
満
足
す
べ
き
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、

少
な
く
と
も
昨
年
来
の
設
立
・
分
散
し
た
全
般
的

な
衰
退
の
傾
向
と
は
質
を
異
に
し
た
或
る
流
れ
の

萌
芽
を
は
ら
ん
で
い
る
と
だ
け
は
言
え
る
だ
ろ
う

し
か
し
そ
れ
に
伴
な
っ
て
、
一
定
の
軋
み
が
膳

所
に
見
え
は
じ
め
た
こ
と
も
ま
た
た
し
か
な
こ
と

だ
。
9
・
1
6
以
降
の
関
西
の
状
況
、
と
り
わ
け
、

「
リ
ベ
ル
テ
ー
ル
・
セ
、
、
、
ナ
I
L
で
の
＜
自
由
連

合
論
＞
へ
の
取
り
組
み
は
、
明
ら
か
に
こ
の
軋
み

を
視
座
に
据
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
他

に
も
、
「
黒
光
」
紙
の
－
連
の
論
文
．
あ
る
い
は

「
黒
色
戦
線
」
紙
、
「
現
代
無
政
府
主
義
運
動
」

紙
　
（
関
西
の
共
同
行
動
路
線
に
つ
い
て
）
な
ど
が

こ
の
軋
み
（
共
同
行
動
、
あ
る
い
は
組
織
に
つ
い

て
の
問
題
）
に
ふ
れ
て
い
る
。

直
接
的
な
関
連
は
な
い
が
、
小
川
正
夫
「
性
と

ア
ナ
キ
ズ
ム
」
中
の
組
織
間
題
に
つ
い
て
の
論
文
、

隔
月
刊
「
リ
ベ
ー
ロ
」
′
誌
の
江
口
幹
「
フ
ラ
ン
ス

の
ア
ナ
キ
ズ
ム
グ
ル
ー
プ
」
等
ほ
ぞ
の
有
力
な
参

考
と
な
る
だ
ろ
う
。

i
　
た
だ
肝
心
な
点
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
現
実
の

構
　
成
。
戸
　
駒
　
恒
　
世

限
な
い
抗
争
が
大
衆
的
な
社
会
運
動
に
ま
で
波
及

し
て
い
る
現
在
、
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
」
の
、
そ
し
て

「
自
由
連
合
」
の
真
価
が
は
っ
き
り
と
問
わ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
と
い
う
言
い
方
は
、
必
ず
し
も
、

＜
意
識
過
剰
＞
と
ば
か
り
は
言
い
き
れ
ま
い
。

X

 

X

 

X

l
・
幻
∴
リ
ベ
ル
テ
ー
ル
・
セ
、
、
、
ナ
ー
第
3
回

社
会
連
動
全
般
の
状
況
の
中
で
、
「
運
動
論
」
　
「

実
体
と
し
て
の
運
動
」
　
へ
と
ど
の
よ
う
に
し
て

噛
み
合
わ
せ
て
ゆ
く
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
　
1
・
2
4

こ
の
間
の
動
き
と
主
張
を
更
に
＜
深
化
・
明
確
化

V
の
方
向
へ
と
進
め
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
　
1
・
飾

て
い
る
だ
ろ
う
o

新
左
翼
の
陣
営
で
、
中
核
・
革
マ
ル
両
派
の
際

「
自
由
連
合
、
－
　
わ
れ
ら
の
組
織
体

に
つ
い
て
　
（
京
都
・
日
伊
会
館
）

大
逆
事
件
の
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
会

（
東
京
・
雑
誌
会
館
）

大
逆
事
件
講
演
会

「
い
わ
ゆ
る
大
阪
組
に
つ
い
て
」
向
井

「
詩
に
現
わ
れ
た
無
政
府
共
産
党
事
件
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の
断
片
を
通
じ
て
」
　
寺
島
辣
雄

（
大
阪
・
市
立
労
働
会
館
）

2
．
1
0
　
建
国
記
念
日
・
靖
国
法
案
粉
砕
全
東
海

集
会
　
主
催
・
名
古
屋
無
政
府
主
義
研

究
会
　
（
名
古
屋
・
Y
W
C
A
）

2
．
1
0
　
建
国
記
念
日
・
靖
国
法
案
粉
砕
全
開
画

集
会
　
主
催
・
関
西
無
政
府
主
義
活
動

者
会
議
　
（
大
阪
・
市
立
労
働
会
館
）

2
．
1
0
　
ク
ロ
ボ
ト
キ
ン
記
念
講
演
会
　
共
催
／

リ
ベ
ル
テ
ー
ル
の
会
・
黒
色
戦
線
社
・

日
本
ア
ナ
キ
ス
ト
ク
ラ
ブ

（
東
京
・
豊
島
振
興
会
館
）

2
・
Ⅱ
　
東
京
地
区
交
流
集
会

（
東
京
・
現
代
思
想
社
）

2
．
日
　
反
経
元
節
I
I
靖
国
I
i
天
皇
制
討
論

集
会
　
主
催
・
靖
国
研
究
会

（
京
都
・
竜
大
大
宮
学
舎
）

2
・
Ⅱ
　
反
天
皇
制
討
論
集
会
　
主
催
・
長
野
共

同
新
聞
社

（
長
野
・
県
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

2
・
1
6
　
リ
ベ
ル
テ
ー
ル
・
セ
・
、
、
ナ
ー
第
4
回

「
自
由
連
合
－
わ
れ
ら
の
組
織
性

に
つ
い
て
」
　
（
京
都
・
日
伊
会
館
）

1
、
2
月
中
に
三
人
の
人
物
の
訃
報
が
伝
え
ら

れ
た
。
掲
げ
て
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

1
月
5
日
　
宋
世
何
・
死
去
。
乗
氏
は
朝
鮮
人

ァ
ナ
キ
ス
ト
と
し
て
、
戦
前
に
鶏
林
荘
・
東
輿
労

働
同
盟
で
、
戦
後
は
「
自
由
社
会
新
聞
」
の
発
行

人
と
し
て
朝
鮮
人
ア
ナ
キ
ス
ト
の
糾
合
を
は
か
る

な
ど
の
活
動
を
さ
れ
た
o

l
月
1
7
日
　
朴
烈
・
死
去
　
三
月
一
七
、
一

八
日
朝
の
平
壌
放
送
は
、
一
七
日
午
前
一
時
死
去

し
た
と
発
表
し
た
。
七
七
歳
。
朴
氏
は
塵
筒
北
道

出
身
、
日
大
在
学
中
の
一
九
二
三
年
い
わ
ゆ
る
・

「
朴
烈
事
件
」
で
投
獄
さ
れ
た
。
無
期
懲
役
で
秋

田
刑
務
所
に
服
役
中
終
戦
と
な
り
出
獄
、
在
日
大

韓
民
国
居
留
民
団
々
長
な
ど
を
経
て
、
一
九
四
九

年
五
月
帰
国
。
一
九
五
〇
年
六
月
二
五
日
朝
鮮
戦

争
ぼ
っ
発
の
際
北
側
に
連
行
さ
れ
、
そ
の
後
「
在

北
平
和
統
一
推
進
協
会
」
の
会
長
と
な
っ
て
い
た
由

（新亜）

2
．
1
4
　
島
津
一
郎
・
死
去
。
　
島
津
氏
は
戦
前

黒
色
青
年
連
盟
貝
と
し
て
、
戦
後
は
三
多
摩
自
由

人
連
盟
を
結
成
し
「
自
由
人
新
聞
」
を
発
行
さ
れ

た
。
ま
た
、
日
本
ア
ナ
キ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の
中
心
的

な
会
員
と
し
て
活
動
さ
れ
た
。

×

　

　

　

　

　

＋

　

　

　

　

　

×

自
主
刊
行
物
・
機
関
紙
誌
（
一
l
一
月
）

黒
色
戦
線
　
2
号
　
発
行
・
志
向
社

「
全
同
志
に
対
す
る
特
別
ア
ピ
ー
ル
」

「
い
わ
ゆ
る
内
タ
．
ハ
の
止
鬱
に
向
け
て
」
に
し

か
た
浄
土

黒
光
　
8
号
　
発
行
・
黒
光
社

リ
ベ
ル
テ
ー
ル
　
1
月
号
　
発
行
・
リ
ベ
ル
テ
ー

ル
の
会

黒
色
救
援
　
2
号
　
発
行
・
東
京
地
区
黒
色
救
援

会
イ
オ
ム
　
4
号
　
発
行
・
イ
オ
ム
の
会

リ
ベ
ー
ロ
　
1
3
号
　
発
行
・
リ
ベ
ー
ロ
社

2
月

黒
光
　
9
号

「
自
由
連
合
－
我
々
の
組
織
体
」
　
小
三
木

リ
ベ
ー
ロ
　
1
4
号
　
発
行
・
リ
ベ
ー
ロ
社

現
代
無
政
府
主
義
運
動
　
2
号
　
発
行
・
北
柴
隆

…

0

　

　

0

　

　

0

雑
誌
論
文
（
一
～
二
月
）

自
然
と
政
治
－
安
藤
昌
益
の
自
然
弁
証
法

安
永
寿
延
（
現
代
の
眼
）
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ソ
ヴ
エ
ト
国
家
と
タ
ロ
シ
シ
ー
ゴ
タ
ブ
ト

藤
本
和
貴
夫
（
歴
史
と
人
物
）

幸
徳
秋
水
と
大
杉
栄
－
『
平
民
社
時
代
』
の
周
辺

下
　
　
荒
畑
寒
村
・
丸
谷
オ
ー
・
山
崎
正
和

（
歴
史
と
人
物
）

わ
が
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
た
ち

江
口
　
幹
（
文
芸
展
望
　
四
）

天
丼
と
し
じ
み
　
　
江
口
　
幹
（
早
稲
田
文
学
）

以
上
一
月

中
里
介
山
－
業
と
し
て
の
一
－
と
リ
ズ
ム

秋
山
　
滴
（
現
代
の
限
）

単
行
本
（
－
～
二
月
）

性
と
ア
ナ
キ
ズ
ム
　
小
川
正
夫

小
川
正
夫
評
論
集
刊
行
会

絶
望
の
天
使
た
ち
∴
松
永
伍
一
　
芸
術
生
活
社

以
上
一
月

思
想
史
を
歩
く
・
上
　
　
　
　
　
朝
日
新
聞
社

幸
徳
秋
水
と
大
逆
事
件
　
な
た
い
な
だ

青
踏
の
女
　
　
　
　
　
　
宮
本
　
研

ぱ
く
は
戦
場
で
闘
っ
た
　
E
・
ロ
、
、
、
り

橋
口
稔
訳
　
平
凡
社

バ
ク
ー
ニ
ン
著
作
集
第
五
巻

連
合
主
義
・
社
会
主
義
・
神
学
主
義
　
白
水
社

「
ア
ナ
キ
ズ
ム
文
学
史
」
　
秋
山
清
著

4
0
0
枚
の
労
作
で
あ
る
。
同
氏
が
愛
社
か
ら

数
年
前
出
版
さ
れ
－
疋
「
ア
ナ
キ
ス
ト
の
文
学
」
を

大
正
・
昭
和
期
の
ア
ナ
キ
ズ
ム
文
学
連
動
に
よ
り

密
着
し
た
形
で
、
綿
密
な
考
証
を
加
え
、
当
時
の

輸
点
を
浮
き
は
U
に
し
て
い
る
。

同
氏
も
書
い
て
い
る
が
、
中
心
は
主
に
大
正
期

の
ア
ナ
キ
ズ
ム
文
学
に
お
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

ア
ナ
キ
ズ
ム
文
学
の
通
史
の
な
い
現
在
、
き
わ
め

て
貴
重
な
輪
文
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
だ

ろ
う
。と

り
わ
け
、
大
杉
・
荒
畑
ら
の
「
近
代
思
想
」

と
そ
の
周
辺
、
青
野
孝
吉
の
「
自
然
生
長
と
昌
的

意
識
」
に
は
じ
ま
る
ア
ナ
・
ポ
ル
文
学
論
争
、
ア

ナ
キ
ズ
ム
詩
誌
の
評
価
な
ど
に
つ
い
て
は
非
常
に

深
い
論
及
を
加
え
て
い
る
。
．

ア
ナ
キ
ズ
ム
と
文
学
と
の
問
題
に
つ
い
て
感
心

の
あ
る
方
は
是
非
一
読
さ
れ
る
べ
き
重
要
な
論
文

で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う

「
文
芸
展
望
」
5
号

筑
摩
書
房
刊
　
六
八
〇
円

弼
栄
之
郷
共
同
体
の

つ
、
、
、
ユ
ー
ン
ヒ
ロ
・
ハ
　
　
新
し
い
試
み
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
広
島

に
直
販
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る
計
画
と
弼
栄
村
に

第
二
の
根
拠
地
が
得
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
一
七
号

「
今
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
前
衛
と
は
何
か
」
他
。

大
阪
市
東
成
医
王
淳
二
丁
目
　
東
成
玉
津
郵

便
局
留
　
つ
、
、
、
ユ
ー
ン
百
人
委
員
会

「
歴
史
に
学
ぶ
」
と
か
「
人

関
係
の
変
革
　
　
民
に
学
ぶ
」
と
い
っ
た
た
ぐ

い
の
言
葉
を
て
ん
で
頭
か
ら

信
じ
た
こ
と
の
な
い
我
々
に
対
し
て
な
お
＜
理
論

的
V
と
い
う
言
い
方
が
あ
る
と
ず
れ
は
、
対
象
化

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
我
々
に
対
し
て
＜

理
論
的
V
に
し
か
関
係
で
き
な
い
営
為
で
あ
る
だ

ろ
う
。
マ
ル
ク
ス
主
義
者
に
言
う
。
国
家
制
共
同

社
会
覆
滅
を
射
程
と
す
る
我
々
こ
そ
コ
、
、
、
三
一
ス

ト
で
あ
り
、
つ
、
、
、
二
一
ズ
ム
と
は
既
に
我
々
の
も

の
で
あ
る
と
。
か
く
い
う
我
々
は
ポ
ル
シ
一
子
ウ
ィ

ー
キ
の
前
衛
性
を
突
破
し
、
世
界
革
命
へ
突
出
し

て
い
く
自
己
権
力
の
組
織
化
、
党
形
成
に
む
け
て

更
に
更
生
届
く
＜
関
係
の
変
革
V
へ
の
黒
族
を
か

か
け
よ
う
。
（
編
集
後
記
よ
り
）

福
岡
県
飯
塚
市
飯
塚
郵
便
局
私
書
箱
二
八
号

方
法
的
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
研
究
会


